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研究成果の概要（和文）：平成24年度は、臨床看護師を対象に看護研究に伴う困難な状況を質的研究によって明らかに
した。困難は研究過程を踏むことと研究環境が整っていないことの２つに分類された。また、臨床看護師が発表した演
題調査では、大学との協働は30％余りであった。
平成25年度は平成24年度の研究結果をふまえ、臨床看護研究支援のため4回のセミナーを企画し、看護師21名が参加し
た。テーマ別7つの班を構成し、班毎にResearch Questionの精錬からプレゼンテーションまでサポートを行った。参加
者アンケートでは、よく理解できたという評価が76％、希望に沿った内容であったという評価が76％、役立つという評
価が95％だった。

研究成果の概要（英文）：2012: Qualitative study was conducted to identify nurse's difficulties when they p
erform clinical nursing research. The difficulties were categorized to difficulties on the every research 
process and poorness of research environment. Furthermore, inquiring main academic conference of nursing i
n Japan, it was clarified that the ration of nursing research with a professional researchers was 30% in t
he nursing researches conducted by clinical nurses.
2013: Based on the result of our research in 2012, we provided the series of lecture which covered each pr
ocess of the nursing research. 21 nurses had participated in this seminar. Seven groups of nurses achieved
 their research procedure with strong support by university faculties. Participant was asked to evaluate t
his program. The response to the questioner was; "easy to understand" 76%, "match to your expectation" 76%
, "useful for your research" 95%.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

背景として次の 2点が挙げられる。 

（１）臨床現場の看護の質を改善するには、

病院内部の努力だけでは限界があり、客観的

に質を評価分析して、改善を支援する第 3者

による専門コンサルタントが有効であるこ

とが分かっている（科研課題番号 18390590：

代表者 内布敦子）。申請者らは外部コンサル

タントの導入について検討し、コンサルテー

ションモデルを開発した（上記科研）。

Evidence-Based Practice を導入して質を改

善するには、臨床看護師のケアの質改善に関

する意識や努力だけではなく、外部からの支

援、特に大学看護専門家の支援が有効であり、

申請者らは支援実績を蓄積している。 

 

（２）臨床では看護研究に関する十分な支

援・教育体制が整っていない（中平、2003）。

申請者らの全国調査によれば 100 床以上の病

院の 90％弱が看護研究に取り組んでいたが

（坂下ほか、2011）、看護実践のエビデンス

となる知識の発展につながっていないこと

が指摘されている（近田、1991；数間ほか、

1993）。これは臨床施設だけで解決できる問

題ではなく、大学の支援が強く求められてい

る（宮芝ほか、2010）。これまでも臨床から

の依頼を受け大学が支援することはあった

が、臨床側が「研究」に取り組む目的と大学

側が考えている「研究」は必ずしも一致して

おらず（坂下ほか、2011）、十分な効果をあ

げていないのが現状であった。 

 
２．研究の目的 

看護の質を向上するためには、Evidence- 

Based Practice の推進と同時に臨床での

Evidence を生む研究が不可欠である。その実

現には臨床と大学が有機的に連携し研究を

進めていくことが必要である。現在、中・大

規模病院のほとんどでは臨床看護職によっ

て看護研究が実施されているが、いまだ十分

な効果を上げていない。そこで本研究は、a.

臨床側と大学側が協働する臨床看護研究支

援メニューの作成、b.看護臨床研究支援メニ

ューを組み合わせた支援システムの構築、c.

システムの試行による精錬を通じ、看護ケア

の質向上のために、臨床と大学が連携した看

護研究支援システムを構築することを目的

とする。 

 
３．研究の方法 

（１）臨床看護研究における課題の明確化 

①臨床での看護研究遂行上の困難調査 

フォーカスグループインタビューにより看護

研究遂行上の困難についてデータ収集を行い、

質的内容分析の手法を用いて困難を構造化し

た。対象は兵庫県内の中規模病院で看護研究

経験を持つ看護師およびその支援に携わって

いる看護師とした。 

②臨床看護師による発表演題の分析 

国内の看護系学会の中から一定規模以上の学

会を選択し、2012年度企画の学術集会におけ

る発表演題をテキストマイニング（情報工学

研究者のオリジナルシステム）によって傾向

を分析した。 

（２）看護臨床研究支援システムの検討 

フォーカスグループインタビューによる調

査結果を参考に看護研究の専門家の協議に

よって、支援メニューを考案し支援のシステ

ム案を作成した。 

（３）看護臨床研究支援システムの試行、評

価、精錬 

支援メニューを構成して連続するセミナー

を企画し、参加者を募集した。4 回のセミナ

ーと 1回のディスカッションを 9カ月にわた

り実施し、受講後のアンケートを行い、その

結果を分析した。 

 
４．研究成果 

（１）平成 24 年度の成果 

①臨床看護師による学会発表演題傾向分析 

 看護系学会の中から会員が 1,000 人以上の

比較的大規模な 20 学会を取り上げ、平成 24



年度に企画された学会での 4,289 件の発表演

題を分析した。臨床看護師が筆頭研究者であ

る研究は、全体の 45.4％であった。演題の内

容をテキストマイニングによって分析した

ところ、「患者」「看護師」という 2語の頻出

度が高いことが確認された。「患者」の共起

語としては「受ける」「家族」「検討」が、「看

護師」の共起語としては「要因」「新人」「影

響」が上位に挙げられた。共起語のデータか

ら臨床看護師による研究は臨床上の患者の

健康問題やキャリア開発を課題にしている

ものが多いことが推測された。一方大学研究

者が発表グループに入っている場合の共起

語は「評価」「効果」「妥当性」などが上位に

見られ、実証研究に取り組んでいることが推

測された。 

②看護師の臨床看護研究遂行上の困難 

 3 つの中規模病院において、臨床看護研究

の経験がある看護師 3グル―プ、および研究

指導の役割を担っている看護師 3 グループ

（合計 6グループ、26 名）に対して、臨床看

護研究を遂行する上でどのような困難があ

るか、フォーカスグループインタビューを行

った。その結果、研究法をはじめとする訓練

がないまま、看護師が研究課題に取り組んで

いるという実態が明らかとなった。「研究テ

ーマの設定」という初めのステップから困難

を抱えており、「研究計画の立て方がわから

ない」等、研究の全過程において 11 のカテ

ゴリーが抽出された（表１）。さらにこれら

の困難を取りまく状況として時間不足や文

献へのアクセスが難しいことなどが挙げら

れ、研究の困難をより強めているという構造

が明確となった。 

 さらに臨床で看護研究活動を行う際の看

護師に生じる感情や認識を別途分析した結

果、表２に示すような 8つのカテゴリーを見

出すことができた。プレッシャーや精神的負

担は研究指導を経験した看護師にのみ見ら

れた。 

表１．看護研究における臨床看護師が抱える困難 

研
究
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る

困
難 

研究テーマの設定が難しい 

文献検索・文献検討の方法が不十分 

看護研究のプロセスが分からない 

研究計画書の立案が難しい 

研究結果のまとめ方が難しい 

研
究
の
実
施
環
境
に
お
け
る 

困
難 

研究するための設備の不足 

研究時間の不足 

研究資金の不足 

人員の不足 

研究支援体制の不足 

研究に要する能力・知識の不足 

 

表２．臨床で看護研究活動を行う際の看護に生じ 

る感情や認識 

研
究
経
験
者
と
指
導
者
両
方 

臨床看護研究は義務付けられている 

臨床看護研究はやりたくない 

臨床看護研究はできそうにない 

臨床看護研究によって成長する 

研究成果を実践に活用できた 

臨床看護研究を実施する能力や知識が

ない 

指
導
者 

研究指導に対するプレッシャー 

研究指導による精神的負担 

多くはネガティブな体験であったが、同時に

看護師達は研究活動の意義を感じていた。 

知識や能力の不足に対しては支援体制を整

える必要がある。 

 

（２）平成 25 年度の成果 

①臨床研究支援セミナーの開催と効果評価 

 平成 25 年度は、平成 24 年度の研究結果を

ふまえ、臨床看護研究支援のためのセミナー

を企画し、実施および評価を行うことで、臨

床看護支援システムの精錬、支援センターの

運用に向けた土台作りをおこなった。 

 4 回の研究支援セミナーを開催し、公募に

よって臨床看護師 21 名の受講生がセミナー

に参加した。各セミナーは看護研究を行う上

で基本的なテーマによって構成し、毎回講義



の後、各研究斑に別れて担当教員の個別支援

を受ける形式を取った。テーマ別に 7つの班

（表３）を構成し、班毎に Research Question

の精錬、文献検討、研究方法の選択、研究計

画書の作成、倫理委員会申請書類の作成、分

析支援、研究結果のまとめ支援、研究結果の

記述、抄録の作成、プレゼンテーションのサ

ポートを行った。定例のセミナー以外に数回

のセッションおよびメールでの支援を各班

が適宜提供した。セミナー最終日には、それ

ぞれの成果を発表することができた。 

表３．7つの班の研究テーマ 

A 病院外科病棟における交差感染予防にむけた

手指と包交車の汚染度調査 

小児脳外科腹臥位手術における馬蹄形頭部支

持器使用時の発赤および褥瘡発生率と要因調

査 

全身麻酔の脊椎手術患者におけるプレウォー

ミングの低体温予防効果の検証 

心臓カテーテル検査中の上肢固定方法と手台

の改良 

集中治療室における抑制の過剰実施の関連因

子について 

夫婦間腎移植ドナーの入院中の看護ニーズに

ついて 

希死念慮を確認することに対する看護師の院

生感情の実態 

 

また参加者へのアンケートによると、全員

が今後の研究活動に役に立つと回答してい

た。セミナー全体の評価をみると、理解のし

やすさについて、「とても」、「まあまあ」と

回答した者が合わせて 76%であった（図 1）。

希望する内容であったかという質問に、「と

ても」、「まあまあ」と回答した者が 76%であ

った（図 2）。また今後の研究に役立つかとい

う質問に「とても」、「まあまあ」と回答した

者は 95%であった（図 3）。 

一方では、セミナーの回が進み、データ分

析や報告書の作成の段階になると、受講生は

セミナーで提供される知識の理解や実施が

難しいと感じていることが分かった。データ

分析（第 3回目）のセミナーでは、理解のし

やすさは「とても」と「まあまあ」を合わせ

ても 40%であった。最後に行ったインタビュ

ーでは、自身の研究能力に疑問を感じている

ことが語られ、文献検討以下すべてのプロセ

スにおいて、大学等の研究者に研究活動を具

体的にサポートしてもらう必要であると述

べており、研究のすべての段階でサポートが

必要であり、それなしには一定レベルでの学

会発表は困難であることが推測された。 
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図1 理解しやすい内容でしたか
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図2 あなたの希望する内容でしたか
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図3 今後の研究に役立つと思いま

すか  

②臨床看護研究支援センター機能の構造化 

 昨年度に引き続き、Web 上で簡単にセミナ

ーに関連した情報にアクセスできるような

システムを構築した。本年度はさらに内容を

充実させ、これまで開催したセミナーの概要

や資料、支援する大学教員の紹介等の情報を

掲載した。 

今後は、web サイトに双方向性の機能をも



たせ、サイト上でセミナー等の参加申し込み

を行ったり、様々な研究支援に関する情報を

発信し、臨床看護の研究支援を充実させるこ

とによって看護の質の向上にむけた臨床と

大学の有機的な連携を進めていく予定であ

る。 
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